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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第３四半期
累計期間

第20期
第３四半期
累計期間

第19期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （千円） 3,581,572 5,862,867 9,161,790

経常利益又は経常損失（△） （千円） △478,738 △7,352 93,924

四半期純損失（△）又は

当期純利益
（千円） △483,329 △9,720 82,985

資本金 （千円） 1,587,317 1,587,317 1,587,317

発行済株式総数 （株） 4,894,000 4,894,000 4,894,000

純資産額 （千円） 2,922,661 3,358,852 3,488,976

総資産額 （千円） 11,917,420 10,365,323 10,171,295

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利

益金額

（円） △100.42 △2.02 17.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － 17.17

１株当たり配当額 （円） － － 25.00

自己資本比率 （％） 24.4 32.3 34.2

 

回次
第19期
第３四半期
会計期間

第20期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △12.34 △38.37

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失金額であるため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係

会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当社は、当第３四半期累計期間において、「サンウッド代々木公園」及び「サンウッド東京茅場町パークフロン

ト」等の引渡しを行い、売上高は5,862百万円（前年同期比63.7％増）となり前年同期に比べ引渡し物件が増加し

たことから、大幅な増収となりました。売上総利益率は17.8％となり、前年同期比0.5ポイント増加しました。

また、前年同期に比べ、販売活動中の物件数の減少により広告宣伝費が抑えられたことで、販売費及び一般管理

費は958百万円（前年同期比6.0％減）となりました。

これらの結果、当第３四半期累計期間における経営成績は、営業利益82百万円（前年同期は営業損失398百万

円）となり、黒字に転換しました。また、経常損失７百万円（前年同期は経常損失478百万円）、四半期純損失９

百万円（前年同期は四半期純損失483百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

また、各セグメントのセグメント利益は、売上総利益ベースの数値であります。

Ⅰ 不動産開発販売事業

主要セグメントである不動産開発販売事業は、売上高は5,096百万円（前年同期比70.2％増）、セグメント利益

は858百万円（前年同期比67.7％増）となりました。当第３四半期累計期間までに竣工した「サンウッド代々木公

園」及び「サンウッド東京茅場町パークフロント」の全戸引渡を行い、売上計上しております。また、次期以降に

開発後の販売を計画していた事業用地を、当初計画の利益を確保した上で売却し、売上計上しております。

Ⅱ リノベーション事業

リノベーション事業は、売上高は550百万円（前年同期比15.9％増）、セグメント利益は61百万円（前年同期比

32.2％増）となりました。上半期において注力して仕入れた中古マンションの改修工事が順調に進捗しており、当

事業年度の売上目標達成に向けた販売活動を本格化しております。

Ⅲ その他

リフォーム、仲介、賃貸等のその他に含まれる事業の売上高は215百万円（前年同期比93.8％増）、セグメント

利益は121百万円（前年同期比96.7％増）となりました。これは、開発前の事業用地における賃貸収入が増加した

ことが主な要因であります。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期会計期間末における資産合計は10,365百万円となり、前事業年度末に比べ194百万円増加しまし

た。これは主に現金及び預金が1,371百万円、営業未収入金が345百万円減少したものの、有価証券が499百万

円、たな卸資産が1,360百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は7,006百万円となり、前事業年度末に比べ324百万円増加しまし

た。これは主に買掛金が122百万円、借入金が224百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は3,358百万円となり、前事業年度末に比べ130百万円減少しま

した。これは主に四半期純損失の計上及び剰余金の配当によるものであります。自己資本比率は32.3％とな

り、前事業年度末比1.9ポイント減少しました。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,894,000 4,894,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,894,000 4,894,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 4,894,000 － 1,587,317 － 936,117

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    77,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,815,100 48,151 －

単元未満株式 普通株式     1,100 － －

発行済株式総数 4,894,000 － －

総株主の議決権 － 48,151 －

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社サンウッド
東京都港区虎ノ門

三丁目２番２号
77,800 － 77,800 1.59

計 － 77,800 － 77,800 1.59

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,043,949 672,512

営業未収入金 346,117 675

有価証券 10,004 510,000

販売用不動産 828,891 1,464,682

仕掛品 6,317,042 7,041,954

役員に対する短期貸付金 32,100 23,500

その他 73,339 209,935

流動資産合計 9,651,444 9,923,259

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 235,114 197,765

減価償却累計額 △29,722 △25,645

建物及び構築物（純額） 205,392 ※１ 172,120

工具、器具及び備品 17,306 19,406

減価償却累計額 △12,992 △14,039

工具、器具及び備品（純額） 4,313 5,366

土地 205,297 ※１ 167,139

有形固定資産合計 415,004 344,626

無形固定資産 4,491 3,523

投資その他の資産   

投資有価証券 5,500 5,500

その他 94,855 88,414

投資その他の資産合計 100,355 93,914

固定資産合計 519,850 442,064

資産合計 10,171,295 10,365,323
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 29,806 152,276

短期借入金 302,901 1,351,735

1年内返済予定の長期借入金 2,360,600 1,954,200

1年内償還予定の社債 48,000 48,000

未払法人税等 14,478 18

前受金 289,256 229,282

引当金 41,897 22,570

その他 136,594 175,735

流動負債合計 3,223,534 3,933,818

固定負債   

社債 78,000 54,000

長期借入金 3,232,700 2,814,540

引当金 74,384 81,937

その他 73,700 122,174

固定負債合計 3,458,784 3,072,652

負債合計 6,682,318 7,006,470

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,587,317 1,587,317

資本剰余金 1,433,183 1,433,183

利益剰余金 519,817 389,693

自己株式 △62,913 △62,913

株主資本合計 3,477,404 3,347,280

新株予約権 11,572 11,572

純資産合計 3,488,976 3,358,852

負債純資産合計 10,171,295 10,365,323
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 3,581,572 5,862,867

売上原価 2,961,766 4,822,040

売上総利益 619,806 1,040,827

販売費及び一般管理費 1,018,790 958,076

営業利益又は営業損失（△） △398,984 82,751

営業外収益   

受取利息 1,071 780

違約金収入 3,000 816

固定資産税等精算金 1,114 1,737

受取保険金 10,000 －

その他 4,153 705

営業外収益合計 19,339 4,040

営業外費用   

支払利息 78,942 68,244

資金調達費用 18,532 25,458

社債利息 255 441

社債発行費 1,363 －

営業外費用合計 99,093 94,144

経常損失（△） △478,738 △7,352

特別損失   

固定資産除却損 2,874 650

特別損失合計 2,874 650

税引前四半期純損失（△） △481,612 △8,002

法人税、住民税及び事業税 1,717 1,717

法人税等合計 1,717 1,717

四半期純損失（△） △483,329 △9,720
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

（四半期貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産の保有目的の変更

当第３四半期累計期間において、有形固定資産66,954千円を、保有目的の変更により販売用不動産へ振替

えておりますが、販売用不動産に含まれている金額はありません。

２ 偶発債務

保証債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成27年12月31日）

住宅購入者の金融機関からの借入に対する債務保証 100,000千円 4,500千円

なお、住宅購入者の債務保証は、購入者の住宅ローンに関する抵当権設定登記完了までの金融機関等に関す

る連帯債務保証であります。

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 7,479千円 7,041千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 120,253 25 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 
 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 120,403 25 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他 合計

 
不動産開発販売

事業
リノベーション

事業

売上高     

外部顧客への売上高 2,995,311 474,798 111,462 3,581,572

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 2,995,311 474,798 111,462 3,581,572

セグメント利益 511,648 46,548 61,609 619,806

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム、仲介、賃貸

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他 合計

 
不動産開発販売

事業
リノベーション

事業

売上高     

外部顧客への売上高 5,096,732 550,138 215,996 5,862,867

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 5,096,732 550,138 215,996 5,862,867

セグメント利益 858,088 61,555 121,182 1,040,827

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム、仲介、賃貸

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △100円42銭 △2円02銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △483,329 △9,720

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △483,329 △9,720

普通株式の期中平均株式数（株） 4,813,101 4,816,156

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金

額であるため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年１月25日

株式会社サンウッド

取締役会 御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 齊藤 浩司   印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 町田 眞友   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン
ウッドの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第20期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平
成27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、
すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンウッドの平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了
する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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